
 
平成１４年度 次世代ＩＴを活用した未来型教育研究開発事業 

実施報告書（第２回目） 
 
１ 学校名 

岐阜県立郡上高等学校 
 
２ 実施内容 

研究授業 数学科  「数学Ｂ ベクトル方程式」 
       研究授業 英語科  「インプットにおけるスキーマの活性化」 

研究授業 地歴公民科「国際経済の動向把握と分析」 
       研究授業 国語科  「韻文（俳句）作品発表」 

研究授業 芸術科  「書道 各種書体の歴史的比較」 
       研究授業 体育科  「エイズの現状とその予防対策」 

特別活動における PC 活用について検討  
 
３ 実施時期 
      平成１４年８月１日 ～ 平成１４年１２月２５日 
 
４ 成果と課題 
 
 コミュニケーション能力の育成は、英語学習のみならず、すべての教科を学習する上で 
重要である。教科の授業の中で、機会をとらえてインターネット等の新しいメディアを活

用することは、例えば英語の授業において、生徒が生きた英語に接する機会を自然な形で

創り出すように、情報活用能力の育成に意義深いことがわかった。 
 
５ 今後の方向 
 
 教職員に対する本年度の校内研修の重点は、インターネット利用における教職員の情報

リテラシーを深化させ、情報スキルのブラッシュアップを目指すことにある。機会をとら

えて校内・校外の IT 研修を実施し、例えばウィルス感染等の事態に直面した場合において

も、的確な対応がとれ、効果的な対策がとれるレベルまで教職員の情報スキルの向上を目

指したい。 
 


